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会 員 の 活 動 報 告
（2011年11月～2012年10月）
伊川　徹
・ 1冊の教科書を 2年間で終えるって？（RENCONTRES 39、pp.14～18、2012年 7 月）
・ 1冊の教科書を 2 年間で終えるって？（第26回関西フランス語教育研究会．於 大
阪日仏センター＝アリアンス・フランセーズ、2012年 3 月）
・Cercle Académique Français主催「日仏文化講座」 7 年間の試み（第26回関西フラン
ス語教育研究会、於 大阪日仏センター＝アリアンス・フランセーズ、2012年 3 月）
・フランスを巡るグルメの旅 ― 各地の食文化を訪ねてのトゥール・ド・フランス
― （CAF日仏文化講座 1 学期「フランス発見：魅惑の地方②」、於 神戸国際会館
8階セミナー・ハウス、2012年 6 月）
大久保朝憲
・« Le sexisme immanent dans la langue française Possiblité d'une solution equitable »
（Pauzet, Anne et Sophie Roch－Veiras（éds.）, Femme en Francophonie（volume 2）
（Thèmes de société Cahiers du CIRHILL n°37）, L’Harmattan, Paris.、2012年 4 月）
・緩和されたアイロニーとしての緩和法 ― 論証的ポリフォニー理論の観点から ―
（関西大学『文学論集』第62巻第 1 号、2012年 7 月）
・“Echo or polyphony? ― Irony and two contrastive theoretic approaches” （EPICS V 14－
16 March 2012, Pablo de Olavide University, Seville、2012年 3 月）
・“Irony by two theoretical frameworks: Relevance theory and Argumentative polyphony 
theory”（Journée d’étude « Les discours métalinguistiques », Université Paris 13, 
Sorbonne Paris－Cité、2012年10月）
・Ironies typiques et moins typiques ― du point de vue de la Théorie argumentative de la 
polyphonie（Conférence, Université de Genève、2012年10月）
奥　純
・アラン・ロブ＝グリエにおけるエグゾチスム（その 4） ― 後期作品の研究に向け
て ― （関西大学『文学論集』第62巻第 1 号、2012年 7 月）
・Préface à une vie d’écrivain について、（口頭発表、関西大学フランス語フランス文
学会、2011年12月）
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柏木　治
・『東西文化の翻訳　「聖像画」における中国同化のみちすじ』（共編、関西大学出版部、
2012年 3 月）
・「言語少年」と東方通詞（『仏語仏文学』第38号、2012年 3 月）
・十九世紀フランスにおけるゼノフォビア（関西大学『文学論集』第62巻第 2号、
2012年 9 月）
・『文化の翻訳あるいは周縁の詩学』（共著、水声社、2012年 9 月）
川神傅弘
・専制政治下における個人の自律と自由（口頭発表、関西大学東西学術研究所研究例
会、2012年 2 月）
髙岸敦夫
・モンテーニュとブラジル（『仏語仏文学』第38号、2012年 3 月）
・モンテーニュとブラジル（口頭発表、関西大学フランス語フランス文学会、2011年
12月）
田島義士
・Le bleu dans la poésie de Rimbaud : « mille diables bleus dansent dans l’air »（『仏語仏
文学』第38号、2012年 3 月）
・« Voyelles », les règles dans un « raisonné dérèglement »（Rimbaud vivant, n° 51、pp. 
81－105、2012年 6 月）
出口由美
・数値の認識における方向性の関与 ― フランスメディアの科学ディスコースを中心
に（『仏語仏文学』第38号、2012年 3 月）
津川廣行
・《来るべき神》の思想 ― ジイドへの進化論の影響について ― （『仏語仏文学』第
38号、2012年 3 月）
・『鎖を離れたプロメテウス』にみる「意識」の発生 ― 「自律体」（Autonomous 
Agents） の観点から ― （口頭発表、関西大学仏語仏文学会、2011年12月）
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友谷知己
・17世紀初頭の残酷劇について（口頭発表、関西大学フランス語フランス文学会、
2011年12月）
内藤義博
・« L’unité de mélodie de Jean－Jacques Rousseau »（『仏語仏文学』第38号、2012年 3 月）
・ラモー『プラテ』（翻訳・字幕、ジョイ・バレエストゥーディオ第 1回オペラ公演、
2012年 2 月 8 日・ 9 日）
久野　誠
・漱石、野田秀樹、プルーストにおける《意
アンタナクラーズ
義複用法》の使用『仏語仏文学』第38号、
2012年 3 月）
山川清太郎
・授業内でコンピュータを活かす方法（共同執筆、RENCONTRES 26 （関西フランス
語教育研究会、2012年 7 月）
・授業内でコンピュータを活かす方法（共同発表、関西フランス語教育研究会、2012
年 3 月）
リコーヨコヤマ　アドリアナ
・Le récit de conversion: derrière la représentation personnelle du for intérieur, la 
participation à un discours commun et “évocateur”（『仏語仏文学』第38号、2012年 3
月）
・評価における、あるいは正当な環境を見出すために直面する困難における客観性と
公平性の概念（Les notions d’objectivité et d’équité dans l’évaluation ou de la difficulté 
à trouver un juste milieu） （口頭発表、メキシコ・メリダ 「言語に関する大学センタ
ーの第二回国際会議（ヘラクレス）」、2012年 5 月）
・フランス語教育と外国人学習者の文化に与える影響（L’enseignement du français 
langue étrangère et influence des cultures d’origine.） （口頭発表、カナダ・ケベック
「2012年フランス語世界フォーラム」（2012年 7 月 2 － 6 日）、2012年 7 月
後　　　　記
　本年も、『仏語仏文学』をお届けする時期になりました。本号で第39号
になりますが、例年に増して充実した論集にすることができました。原稿
をおよせいただきました会員の皆様、および本号の刊行にご協力をいただ
きました皆様には厚く御礼を申し上げます。
　また、本号では、特別企画として学部 4年生の河村真央さんの卒業論文
を掲載いたしました。2011年度フランス語フランス文学専修の卒業論文の
中で最優秀賞を獲得した論文のうちの一編です。本論集が学部学生の勉学
の励みともなることを願っております。
　本学会2012年度研究発表会・総会が2012年12月15日㈯午後 1時から、関
西大学千里山キャンパス第 1学舎AV－B教室において開催されました。 4
名の会員諸氏による研究発表は和やかな中にも活発な質疑応答で盛り上が
り、充実した研究発表会となりました。当日の発表題目と発表者を以下に
紹介しておきます。
1．カニバルのポートレート― コロンブスからモンテーニュまで
　 本学大学院博士課程後期課程　髙岸　敦夫　氏
2．アラン・ロブ＝グリエの『ジン』 について
　 本学教授　奥　　　純　氏
3． 『一粒の麦もし死なずば』にみる不等式としての等式―複雑系的観点
から ―
 大阪市立大学教授　津川　廣行　氏
4．「カミユ・サルトル論争」が示唆する抑圧と自由
 本学教授　川神　傅弘　氏
　末尾ながら、会員各位のますますのご活躍をお祈り申し上げます。
 （編集委員会）
関西大学フランス語フランス文学会々則
₁．本会は関西大学フランス語フランス文学会（Société de langue et 
littérature françaises de l’Université Kansaï / Kansai University Society 
for the Study of French Language and Literature）と称し，事務所を
関西大学文学部フランス語フランス文学専修合同研究室に置く。
₂．本会はフランス語フランス文学に関する研究および発表と，これに
関連する事業を行なうことを目的とする。
₃．本会は次の事業を行なう。
1 ．機関誌「仏語　仏文学」（Bulletin de la Société de langue et 
littérature françaises de l’Université Kansaï / The Bulletin of Kansai 
University Society for the Study of French Language and Literature）
およびその他の出版物の刊行。
2 ．研究会・講演会の開催。
3 ．その他本会の目的にかなう事業。
₄．本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1 ．関西大学文学部総合人文学科フランス語フランス文学専修専任
教員。
2 ．関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻・専修学生，およ
びその修了者（旧学科名称時の大学院修了者を含む）。
3 ．関西大学文学部総合人文学科フランス語フランス文学専修学生，
およびその卒業生（旧学科名称時の学部卒業生を含む）。
4 ．本会の趣旨に賛同し，入会を認められた者。
₅．本会の目的を達成するため会費を納入する。
₆．本会に次の役員を置く。その任期は ₁ 年とし，重任を妨げない。
1 ．会　長　　　 ₁ 　名
2 ．委　員　　　若干名
a ．企画委員
b ．編集委員
c ．庶務・会計委員
　　会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長は
これを統括する。
₇．会員は機関誌「仏語　仏文学」等の配布をうける。また会員は機関
誌への投稿，および本会の行なう事業に参加することができる。な
お，投稿論文は，会則 ₆ に定める委員会の議を経て掲載される。 
₈ ．本会の重要事項は総会の議決による。
 （2007年 ₄ 月 ₁ 日から施行）
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